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に関する研究が行われている（Boo et al., 2009; 
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関する初めての実証研究である Konecnik and 
Gartner（2007）のモデルをベースに検討を進める。
後続する他の研究（Boo et al., 2009 など）も、多か

















されている（Sirakaya & Woodside, 2005）が、候補
 









であり、これまでの研究（Boo et al., 2009; Konecnik 
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認知については、先行研究（Boo et al., 2009）を
参考に質問項目を作成し、計 3 項目に対する 7 段
階評価（7点：大変そう思う～1点：全く思わない）
によって測定した。イメージについては、先行研
究（Boo et al., 2009）を参考に質問項目を作成し、
計 3 項目に対する 7 段階評価（7 点：大変そう思
う～1点：全く思わない）によって測定した。品質
については、先行研究（Konecnik & Gartner, 2007）
を参考に質問項目を作成し、計 3 項目に対する 7
段階評価（7点：大変そう思う～1点：全く思わな
い）によって測定した。ロイヤルティについては、
先行研究（Boo et al., 2009; Konecnik & Gartner, 2007）








回答者は、男性が 251 名（54.1％）、女性が 213
名（45.9％）であり、男性がやや多い結果となった。
年代は、20代以下が 35名（7.5％）、30代が 62名
（13.4％）、40 代が 78 名（16.8％）、50 代が 91 名
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ージを用いた。適合度指標（CFI = 0.955, RMSEA 






















































表 2 観測変数の平均値と標準偏差 
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CFI = 0.955, RMSEA = 0.095, AIC = 14153.542
注：矢印上のパス係数は、すべて標準化値である。

















表 3 各構成概念から観測変数への標準化パス係数 
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